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行政改革、その他市政運営に対する意見・提言等 

（ 平成30年７月24日開催 ） 

 

※意見・提言等については、提出された原文のまま記載しております。 

 

プラン№ 15 プラン名 財政主要3指標の向上 

意見・提言等 市の考え方 

・3 指標の中でも将来負担比率が目標値で徐々

に上がってきていますが、この先どのように

推移していくのを想定されているのか、示し

ていただければと思います。 

平成 32年度をピークに上昇する推計をしてい

ます。これは、統合小学校、保育所等の整備に

多額の地方債を借り入れるためです。 

 

その他 ふれあいバスについて 

意見・提言等 市の考え方 

・ふれあいバスの運営費用と、公共交通運行へ

の助成金（ともに路線ごとにわかれば）はど

れくらいか。 

 

H29年度の実績は以下のとおりです。 

○ふれあいバス運行費 

路線名 運行費 備考 

倭・科野地区 
5,265,859 円 

１台の車両で 

２路線を運行 間山線 

豊田地域 1,815,818 円  

 上記の他 バス停整備費、交通マップ作製費等あり 

 

○バス事業者への補助金等（赤字分を補てん） 

路線名 補助金等 備考 

中野木島線 9,117,000円 

バス事業者 

直営路線 

永田線 5,900,000円 

上林線 571,000 円 

須賀川線 

（現在は廃線） 
1,338,000円 

合庁線 7,972,000円 

廃止代替路線 菅・角間線 

（現在は菅線） 
6,339,000円 

立ヶ花線 1,584,036円 廃止代替路線 

 「合庁線」及び「菅線」は国庫補助なし 

 

○お出かけタクシー運行費 

運行区域 運行費 備考 

中野・延徳 

平野・高丘 
2,866,563円  

 

資料２―２ 
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その他 防火水槽について 

意見・提言等 市の考え方 

・地域にある防火水槽ですが、昔より火災に備

え水利を確保し、泥上げ等管理をして地域の

人たちに安心を与えてきました。今般、フェ

ンス等が老朽化してきまして、近くの子ども

たちにとっても危険な場所となってきていま

す。他方では、コンクリートスラブで蓋をし

て、表流水ではなく水を貯え、有事の際に備

えているとも聞きます。 

①フェンスの補修、あるいは防火水槽に蓋をか

けることへの助成事業があるのか。 

②また、①であるとすれば、どのような要件で

助成いただけるのか。 

③防火水槽や消火栓設置の基準はあるのか（そ

れぞれの設置の間隔など）。 

④消火栓なども整備されている中で、防火水槽

の代わりに消火栓の設置は可能なのか。 

また、その負担については、どのくらいであ

るか。 

①②助成等はありません。 

市が所有している防火貯水槽については、必

要に応じて補修及び蓋掛けを実施していま

す。市所有以外の防火貯水槽については、落

下防止の金網等の現物支給を実施しており

ます。 

③消防水利の基準（昭和39年消防庁 

告示第７号）に示されております。 

・建物から120ｍ以下 

④設置は可能ですが、水道管の位置によって

は、設置できない場所もあり、 

また周囲の状況により、消火栓のみに 

偏することのないよう考慮する必要があり

ます。 

 行政区の金銭的負担はありません。 

 


